
平成™œ年˜™月™�日 金曜日 (号外第™Ÿœ号)官 報

（
情
報
管
理
体
制
の
構
築
）

第
十
七
条

臍
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
を
用
い
て
移
植
に
用
い
る
臍

帯
血
に
関
す
る
情
報
を
採
取
か
ら
引
渡
し
ま
で
一
貫
し
て
管
理
で
き
る
体
制
の
構
築
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
記
録
の
廃
棄
）

第
十
八
条

臍
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
第
十
六
条
第
一
項
の
記
録
の
廃
棄
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
臍
帯
血
の
調
製
等
に
関
す
る
標
準
作
業
手
順
書
）

第
十
九
条

臍
帯
血
供
給
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
標
準
作
業
手
順
書
を
作
成
し
、
臍
帯
血

の
調
製
等
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
採
取
を
行
う
場
所
か
ら
調
製
等
を
行
う
事
業
所
へ
の
搬
送
の
詳
細
に
関
す
る
こ
と
。

二

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
調
製
等
の
手
順
の
詳
細
に
関
す
る
こ
と
。

三

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
調
製
等
を
行
う
者
の
教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
。

四

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
詳
細
に
関
す
る
こ
と
。

五

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
調
製
等
を
実
施
す
る
作
業
区
域
の
詳
細
に
関
す
る
こ
と
。

六

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
調
製
等
を
実
施
す
る
た
め
の
設
備
の
保
守
点
検
に
関
す
る
こ
と
。

七

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
調
製
等
に
用
い
る
資
材
及
び
試
薬
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

八

調
製
・
保
存
の
手
順
等
か
ら
の
逸
脱
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
の
詳
細
に
関
す
る
こ
と
。

九

有
害
事
象
が
臍
帯
血
に
よ
る
も
の
と
判
明
し
た
場
合
の
対
応
の
詳
細
に
関
す
る
こ
と
。

十

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
安
全
性
に
問
題
が
生
じ
、
そ
の
引
渡
し
を
中
止
す
る
場
合
の
対
応
の
詳
細
に
関
す
る

こ
と
。

十
一

移
植
に
用
い
る
臍
帯
血
の
廃
棄
の
手
順
の
詳
細
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

そ
の
他
必
要
な
事
項

附

則

こ
の
省
令
は
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
九
十

号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
九
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
六
条
の
五

並
び
に
第
三
十
六
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

薬
事
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

薬
事
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
三
号
）
の
施
行
の
日
の
前
日
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
五
年
十
二

月
三
十
一
日
」
を
「
薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
の
前
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二

十
九
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
の
前
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
百
三
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
及
び
第
二
十
九
条
ノ
八
の
規
定
に
基
づ
き
、

船
舶
区
画
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

船
舶
区
画
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

船
舶
区
画
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
九
章

ビ
ル
ジ
排
水
装
置
（
第
七
十
七
条
e

第
百
一
条
）

第
十
章

損
傷
制
御
図
（
第
百
二
条
）

」
を
「
第
九
章

ビ
ル
ジ
排
水
装
置
（
第

第
十
章

損
傷
制
御
図
及
び
復
原

七
十
七
条
e

第
百
条
）

性
計
算
機
等
（
第
百
一
条
・
第
百
二
条
）」に
改
め
る
。

第
二
編
第
十
章
の
章
名
を
削
る
。

第
百
一
条
を
削
り
、
第
百
二
条
を
第
百
一
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
十
章

損
傷
制
御
図
及
び
復
原
性
計
算
機
等

第
百
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
復
原
性
計
算
機
等
）

第
百
二
条

第
三
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
旅
客
船
に
は
、
当
該
旅
客
船
に
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
損

傷
時
の
復
原
性
に
関
す
る
事
項
を
計
算
す
る
た
め
、次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

復
原
性
計
算
機
（
損
傷
時
の
復
原
性
に
関
す
る
事
項
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
機
で
あ
つ
て
、
管
海

官
庁
が
適
当
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。）を
備
え
る
こ
と
。

二

陸
上
に
お
い
て
行
わ
れ
る
損
傷
時
の
復
原
性
に
関
す
る
事
項
の
計
算
の
結
果
を
速
や
か
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
。

第
百
二
条
の
二
十
二
中
「
第
二
編
第
十
章
」
を
「
第
百
一
条
」
に
改
め
る
。

（
船
舶
消
防
設
備
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
舶
消
防
設
備
規
則
（
昭
和
四
十
年
運
輸
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
七
条
第
三
項
中
「
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
装
置

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条

同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

イ
ン
サ
イ
ド
エ
ア
ー
方
式
（
泡
発
生
機
が
泡
を
放
出
す
る
場
所
の
内
部
に
設
置
さ
れ
、
当
該
場
所
か
ら
空
気

を
取
り
入
れ
、
泡
を
放
出
す
る
方
式
を
い
う
。）
次
に
掲
げ
る
要
件

イ

泡
発
生
機
は
、
泡
を
有
効
に
放
出
す
る
よ
う
に
、
か
つ
、
泡
を
放
出
す
る
場
所
に
お
け
る
火
災
又
は
爆
発

の
影
響
に
よ
り
そ
の
機
能
に
支
障
を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
置
す
る
こ
と
。

ロ

泡
発
生
機
及
び
泡
を
放
出
す
る
場
所
に
設
置
さ
れ
る
管
は
、
当
該
場
所
に
設
け
ら
れ
た
機
器
等
の
保
守
を

妨
げ
な
い
よ
う
に
配
置
す
る
こ
と
。

ハ

動
力
源
、
泡
原
液
の
供
給
装
置
及
び
制
御
装
置
は
、
容
易
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
泡
を
放
出
す

る
場
所
に
お
け
る
火
災
に
よ
つ
て
遮
断
さ
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
当
該
場
所
の
外
部
に
配
置
す
る
こ
と
。

ニ

船
員
が
通
常
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
泡
を
放
出
す
る
場
所
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
泡
の
放
出
を
知
ら
せ
る
可

視
可
聴
警
報
装
置
を
取
り
付
け
る
こ
と
。

二

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
エ
ア
ー
方
式
（
泡
発
生
機
が
泡
を
放
出
す
る
場
所
の
外
部
に
設
置
さ
れ
、
当
該
場
所
の
外
部

か
ら
空
気
を
取
り
入
れ
、
泡
の
供
給
ダ
ク
ト
に
よ
り
泡
を
放
出
す
る
方
式
を
い
う
。）
次
に
掲
げ
る
要
件

イ

泡
の
供
給
ダ
ク
ト
は
、
泡
を
有
効
に
放
出
す
る
よ
う
に
、
か
つ
、
泡
を
放
出
す
る
場
所
に
お
け
る
火
災
又

は
爆
発
の
影
響
に
よ
り
そ
の
機
能
に
支
障
を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
置
す
る
こ
と
。

ロ

泡
を
放
出
す
る
場
所
に
設
置
さ
れ
る
管
は
、
当
該
場
所
に
設
け
ら
れ
た
機
器
等
の
保
守
を
妨
げ
な
い
よ
う

に
配
置
す
る
こ
と
。

ハ

前
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
要
件

三

前
二
号
に
掲
げ
る
方
式
以
外
の
方
式

管
海
官
庁
が
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
満
載
喫
水
線
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

満
載
喫
水
線
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
運
輸
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
南
部
季
節
冬
期
帯
域
の
項
中
「
東
経
十
七
度
」
を
「
東
経
十
六
度
」
に
、「
南
緯
三
十
五
度
十
分
」を「
南

緯
三
十
六
度
」
に
、「
東
経
二
十
八
度
」
を
「
東
経
三
十
度
」
に
改
め
る
。
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